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【本年度の重点教育目標】

『自分で考え，実行できる子どもの育成』

〔笑顔・信頼〕〔学び合い・高め合い〕〔習慣・継続〕
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南が丘小学校公開研究会終わる
南が丘小学校では，今年度「単元を見通し，子どもたちが『わかる】『できる』が実感できる算数科の授業

づくりを目指して ～つけたい力の明確化と子どもたちが主体となる授業～」を研究主題に取組を行っていま

す。１１月２５日（水）に南が丘小学校公開研究会が行われました。今年度は，新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から規模を縮小し，２０名程度の先生方が参加となりました。今回の研究会では，３年生と６年

生の算数の授業を公開しました。子どもたちの理解につながる教師の関わりを中心に見てもらい，その後協議

をしていきました。参加された先生方によるアンケートからは，

・子どもの考える時間を保証していてとてもよいと思いました。

・授業の中でも既習事項を振り返ったり，「ふりかえり」の中で子どもたちが自然と実生活と関連させたりす

るなど，日常から丁寧な授業が行われているんだなと思いました。等の貴重な意見を頂きました。

今後も，子どもたちが『わかる』『できる』を実感できる授業改善に努めてまいります。

「修学旅行のお土産から」

江差町立南が丘小学校長 吉川 聖

気づくと早いもので，今年も残り１か月，明日から師走に入ります。昨年度は，雪の少ない穏やかな冬でした

が，今年はどうなのかと，心配も頭をよぎります。

さて，ここにきて新型コロナウイルスの感染拡大が心配される中，もう一度「３密」を意識した取組の見直し

が必要となります。保護者，地域の皆様には，この点をご留意頂き，本校教育活動へのご理解・ご協力をお願い

いたします。

話は変わりますが，１１月１１日～１２日，南が丘小学校と江差北小学校の修学旅行が行われました。コロナ

禍の中にあって，子どもたちの安全を守るために，関係機関と連携をとりながら，修学旅行を実施いたしました。

私も６年生の修学旅行に同行しましたが，今回は「お土産」から私自身の感じたことを書かせて頂きます。

旅行前から６年生の子どもたちが修学旅行で「お土産に木刀がほしい」と話す言葉に，「今時木刀？」と思い

ながら，どこか懐かしさを感じました。実は自分も中学校の修学旅行ではありますが，「木刀」を買った記憶が

あります。なぜ「木刀」だったのでしょう？ 片手に「木刀」をもちながら歩く自分の姿を思い出すだけでも，

恥ずかしさが込み上げてきます。そして家に買って帰った時の母親のあきれた顔が思い出されます。

「木刀」がお土産になったのは，昭和４５年頃，会津若松の業者がお土産としての「木刀」を全国展開したの

が始まりではないかと言われています。その後，観光地でのお土産は，「ちょうちん」や「通行手形」等の郷土

玩具，三角形の「ペナント」が流行となります。あわせて，ご当地でしか味わえない「お菓子」類も人気が高か

ったようです。

現在は？というと，修学旅行時のお土産購入は，昔と変わらず「お菓子」類が多く，更にはキーホルダー，マ

スコット等々も人気が高いようです。

それではなぜ，今年の６年生から「木刀」という言葉が出てきたのでしょう。ここからは私の推測です。

今年の修学旅行はGoToキャンペーン「地域共通クーポン」が旅行先で子どもたちに渡されました。子どもた
ちにとっては，小遣いが２倍近くにもなるクーポンです。それもそこで使い切らなければならないクーポンです。

そうなると，子どもたちは，普段はなかなか買うことができないお土産にも手を出すことができます。そういう

中で，ほしいけれどなかなか思い切って買うことができない「木刀」への気持ちが強くなったのではないでしょ

うか？ しかし，残念ながら，見学先のどこにも「木刀」は売っていませんでした・・・。（コロナ禍の中，観

光地のお土産の品揃えも少なくなったように感じました。）

今回の修学旅行での買い物。思いもよらぬクーポンを手にした子どもたち。しかし無駄遣いではなく，どのよ

うに使うのか，しっかりと考えながら，おもいっきり買い物をしていた子どもたちの姿がお土産を買う場にあり

ました。「お金の使い方大丈夫？」という我々大人の心配をよそに，頭でしっかりと計算し，買い物をする姿に

「思ったよりしっかりしているな」と感激しました。そして，コロナ禍にあって，学校生活の変化を求められる

中，学校行事は，子どもたちの成長を確認できる貴重な場であると改めて実感いたしました。

修学旅行に行ってきました
新型コロナウイルス感染症の影響で，行われるかどうか心配されていた６年生の修学旅行ですが，無事１１

月１１日（水）～１２日（木）に行ってきました。

１日目は，新幹線で青森に入り，

三内丸山遺跡や浅虫水族館の見学を

し，ホテル

でごちそう

を食べ温泉

に入りまし

た。

２日目は，太宰治の「斜陽館」，五所川原の「立佞武多の館」を見学しました。たくさんの思い出ができた修

学旅行となりました。



入賞作品紹介
先月号に引き続き，南小児童の入賞作品を紹介します。

【江差町青少年健全育成標語コンクール】

優秀賞

５年 可香 銀大くん 「運動をして 元気いっぱい いい気持ち」

６年 明上 将也くん 「いつでもね 生活習慣 気にかけよう」

優良賞

１年 山崎 咲夢さん 「ともだちは だいじだから たいせつに」

２年 辻 礼惺くん 「ことばをね ひとことひとこと たいせつに」

３年 酒井 佳明くん 「あいさつは 毎日明るく 元気よく」

４年 松岡 世羅さん 「「おはよう」で みんなの心 あたたまる」

５年 山田詩悠乃さん 「「おはよう！」と 笑顔忘れず にっこりと」

６年 辻 永多くん 「まだやろう！ いやいや見て見て 時間見て！」

【江差中学校区青少年健全育成標語コンクール】

南が丘小学校ＰＴＡ会長賞

４年 盛川 陽太くん 「休日も 生活リズム 崩さない」

江差町内会連合会長賞

２年 土居 颯空さん 「友だちの いいとこみつける いい心」

江差警察署少年補導委員会長賞

１年 山田 諒英くん 「あいさつで スマイルきれい みんなだね」

江差地区防犯協会長賞

４年 山崎 陽和さん 「「ありがとう」自分の気持ち 伝えよう」

奨励賞

１年 田畑 朱翔くん 「ゲームはね いつもべんきょうしてからだ」

２年 水上 航平くん 「朝いちに あいさつすると スッキリだ」

３年 中島 琳香さん 「元気にね 楽しく遊んで にっこにこ」

４年 鎌田 留奈さん 「晴れの日は 外で遊んで けんこうだ」

田畑 愛鈴さん 「あいさつに 思いをこめたら 「愛」さつだ」

５年 安達 勇樹くん 「あいさつを すればするほど いい朝だ」

６年 田中 玖賜くん 「ゲーム依存 ゲームで人生 つぶさないで」

【第５０回檜山管内児童・生徒美術展】

檜山造形教育研究会長賞 江差町教育委員会教育長賞

３年 田畑 龍幸くん ５年 秋山 友輝くん

ひやま漁業協同

代表理事組合長賞

５年 長尾 昊祐くん

奨励賞

１年 西川 至くん

２年 辻 礼惺くん

第５０回目となる檜山管内児童

生徒美術展は，檜山管内の小中学

校２４校から２２０作品（小学校

20２作品，中学校18作品）が出

品されました。また，団体賞（小

学校の部）も受賞しました。

先日校長先生から賞状と記念品

をもらいました。

いじめアンケートから
南が丘小学校では２回目となる児童による「いじめアンケート」

を実施しました。

Ｑ，『あなたは，今年４月から今日まで嫌

な思いをしたことがありますか。』

１回目（７月）と比べ，ほぼ変わらない

結果となりました。

Ｑ，『それはどんな内容ですか』

・からかいや悪口（７名） ・仲間はずれや無視（６名）

・たたかれるやけられる（１２名） ・物かくしやいたずら（５名）

アンケート後，担任による丁寧な聴き取りによると，１回目と同

様，遊びの中やつい口にでてしまったなど，日常の中でのトラブル

が大多数でした。しかし嫌な思いをしている児童がいることは事実

なので，全教職員で日常の児童観察の徹底を行う（早期発見チェッ

クリストの使用等）ことを確認しました。ご家庭でも，子ども達の

様子で何かお気づきの点がございましたら学校までお知らせ下さい。

また，２年生以上で「何かあっても誰にも相談しない（できない）」

と思っている児童がいることがわかりまし

た。何かあったら相談することの大切さを

指導していきます。（電話相談もあります）

32%

68%

３ ２ ％

６ ８ ％

３日（木）：個人面談（１５日（火）まで）

６年生部活動体験（江差中学校）

７日（月）：クラブ

９日（水）：職員会議のため５時間授業，耳鼻科検診（１３５年）

１０日（木）：６年生中学校体験入学（江差中学校）

参観日（低学年）

１１日（金）：参観日（高学年），ALT 来校

１４日（月）：委員会

１７日（木）：全校集会

２１日（月）：クラブ

２５日（金）：全校集会，午前授業（給食なし）

２６日（土）：冬休み（１月１８日まで）

読み聞かせ
１２日，読み聞かせサークル「ポ

ポリン」さんと町図書館による読み

聞かせが，１年生を対象に行われま

した。本が大好きな１年生。とって

も楽しかったみたいで，「明日も来て」

との声が教室から聞こえていました。

標語の賞状は，江差町青少年健

全育成会議 片石会長から児童一

人一人に渡されました。


